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これからの１０年で鶴岡市のまちづくり

に重視したい着眼点 
 

○挑戦でき､人をひきつけ投資を呼び込める環境の

整備 
 

○人づくりによる人材の確保 

○交流人口を増やす施策の実施 

 

 

○若者・子育て世代、高齢者、障害者に配慮し、誰も

が活躍できる地域社会の構築 

 
 

○内的豊かさを重視し豊かな自然と歴史、文化を伝承 

 

○「循環」をキーワードとして重視 

○対応から本格的国際都市へのシフト 

 

○コンパクト＋ネットワークによる自立分散型社会

の実現 
 

 

○オンリーワンを目指すプロジェクトの実施 

［文化や伝統など確立されたものを大切にしつつ、新しいことに挑戦ができる環境、人を惹き

つけ投資を呼び込める環境が発展につながる］ 

［郷土愛を育てることで定着を図りながら、魅力ある教育の実践がより多くの人材の確保につ

ながる］ 

［様々な人の受入れを進めるとともに、あらゆる施策で市民の満足を高め、他所にいかなくて

もすむ生活を実現すること、交流人口を増やすことが人口減少社会の対応につながる］ 

［精神的な豊かさの実現を見直し、特有の自然、文化、歴史を大切にすることが地域の価値を高

め、発展につながる］ 

［人やエネルギーなどの循環はもちろん、あらゆる施策で循環を意識することで円滑な社会の発

展につながる］ 

［地方都市においてはグローバル化、国際化への対応にとどまらず、より本格的な国際化に踏

み込むことが創造的な社会づくりにつながる］ 

［コンパクトなまちづくりを進め中心市街地の空洞化の防止をはかるとともに地域の個性を

活かすためネットワークの構築をはかることが自立分散型のまちづくりにつながる］ 

［個性を重視し、質の高い未来志向のプロジェクトを実施することが具体的で市民にわかりや

すい計画づくりにつながる］ 

 

 

［若者、子育て世代に選ばれるまちを目指すとともに、高齢者、障害者に優しく、誰もが活躍で

きる社会の構築が地域の発展につながる］ 
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